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冬季黒潮流域周辺の 低気圧活動に影響を与えるモ ン ス ー
ン と SST 勾配の効果
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1．は じめに

　冬季の 日本付近で は 総観規 模擾乱活 動が 活 発 で あ り， 特

に 日本の 南岸や 日本海，東シ ナ 海を含む黒潮流域周辺で は ，

低気圧 が 多 く発生 す る 場 と して 示 され て い る （Chen 　et

a1．，1991）．こ れ らの 低気圧 活動 には 大 規模循環場の 冬季

東ア ジア モ ン ス ー
ン 変動が 影響する こ とを，爆弾低 気圧 に

着目 し て Ybshhke 　and 　Kawamura （2009）が 示 し て い るが ，
一
方で ． 黒潮・黒潮続流など海洋の 影響も指摘されて い る．

Xie　et　aL （2002）は．東シ ナ 海に つ い て ，冬季 は 浅 海域 冷

却 され た海面水温（SST）と黒潮流軸付近 の 高 SST との 間

に形成され る SST 前線が 東シ ナ 海低 気圧 の 発達 に 寄与 し

てい る こ とを 指摘 して い る．Shiota　et 　al ．（2011）で は ， モ

ン ス
ー

ン 変動 と SST 前線の 存在に よっ て 形成される下 層

傾圧帯の 変動が 低気圧 の 発生 に 重要 で ある こ とを示唆 し

たが，SST 前線の 重 要性 につ い て の 説明が 不十分 で ある．
　そ こ で本研 究で は，WRF モ デル を用 い て SST を変 化 さ

せ た総観規 模擾乱 活動の 再 現 実験 を行 い ，黒潮流域周 辺 の

低気圧活動に影響を与える冬季モ ン ス ーン ， SST 前線 （黒

潮 ・黒潮続流域 ）の それぞれ の 相対的な役割を明 ら か に す

る こ とを目的 とす る．

糶
　本 研 究 で は ，領 域 気 象 モ デ ル WRFtARW 　 V3，3
（Skamarock　et　al．　2008 ）を使 用 し，1993 ／94 − 201012011

年の 18 冬季 （11月 21 日 OOUTC − 3 月 1 日 00UTC ）間

の 長期実験 （lizuka　2012） の 結果 を解析 した．水平解 像

度 は 20km ，鉛 直層 は 28 層 で あ る．大 気場 の 初 期 ・境 界

データには JRA・25／JCDAS （1．25 °xl ．25 °

）を用 い て い る．
黒 潮 ・黒 潮続流域な どの SST 前線の 重要性 及び 大気に よ

る海 洋 の 変動 の 重 要 性 を 理 解 す る た め ， OISST
（0．25°× 0．25°） da且y データ を用 い た実験 （OS ラ ン ），

平 滑化 した OISST を用 い た実験 （SS ラ ン ），　 OISST の

気候値を用い た実験 （CS ラ ン ）の 3 種類の 実験を行っ て

い る．
　モ ン ス ー

ン の 強 弱 を比較 す るた め に，Watanabe（1990 ）

の 冬季東ア ジア モ ン ス
ー

ン 指数 〔MOI ）を使用 した．ま

た ， 抽 出 し た 爆 弾 低 気圧 の 定 義 は Yoshida　 and

Asuma （2004｝に従 っ て い る．

鑵
　18冬季間 で抽出 した低気圧の 比較を行 っ た とこ ろ，

SST 前線が明 瞭な OS ラン で は低気圧 の 発生 地 点や 経路

が 黒潮流軸上 に 集中する こ とが 示 され，SST 水平勾 配が

低 気圧 活 動 に寄与 して い る こ とが見出された．
　次に ，各ラ ン で モ ン ス

ー
ンの 強弱に 分け て 爆弾低気圧 の

抽出を行 っ た．どの ラ ン にお い て も，爆弾低気圧 は強モ ン

ス ー
ン 時 に 日本近海 に集中 して 発生 し，日本周 辺で 最 大発

達率に達す るの に対 し ， 弱モ ン ス
ー

ン 時 には 発生位置 が 散

らば っ て ， 日本の 東海上 で最大発達率に達する傾向が 得ら

れ た （図 1）．こ れは Ybshiike　and 　Kawamura （2009）の 結

果 と矛盾 しない ．そこ で OS ラ ン を例 にモ ン ス
ー

ン 強弱に

よ る下層大 気場の 変動を調 査 した．低気圧活動に影響を及

ぼす大 気 F層の 傾圧性 につ い て，900hPa 相当温位水平 勾

配 で 示 される傾圧性は 東シ ナ海か ら日本の 南岸で 強モ ン

ス
ー

ン 時に強まる傾向に あり， maximum 　Eady 　growth
rate 〔以下 ，

　 Eady 成長率）で 示され る傾圧 性 は強モ ン ス

ー
ン 時 に 黄海 ・東シナ 海，日本海 上の JPCZ 付近で非常に

大 き くな る こ とが わか っ た．強モ ン ス ーン 時 に お ける 日本

周辺 の 爆弾低気圧の 発生位置の 集中化は ， こ れらの 指標で

表現される傾圧性 の 強化が寄与 して い ると考えられる．
　次 に ， SST 前線の 効果 を理 解するた め に OS ラ ン と SS

ラ ン を比較する と，弱モ ン ス
ー

ン 時で は爆弾低気圧活動に

差 が ない の に 対 し，強モ ン ス ー
ン時 は SS ラ ン よ りも OS

ラ ン の ほ うが 日本列 島に 沿 うよ うに発 生 ・発達 してい る と

い う結果 が 得 られた （図 1）．900hPa 相当温 位水平勾配の

差を調べ る と，SST 水 平 勾配 の 差と対応す る こ とが わ か

っ た （図 2）．東シ ナ海 ， 日本の 南岸 ， 日本海 につ い て は

OS ラ ン で 爆弾低気圧 が 集 中 して 発 生 す る位 置 とほぼ
一

致

す る．こ の 傾圧性の 羌 は，OS ラ ン で は SS ラ ン に較べ て

SST 前線の 南側 で 海面乱 流熱フ ラ ッ クス 量が多く，北側

で 少 ない フ ラ ッ ク ス 勾 配 が 寄与 して い る ．また ， OS ラ ン

と CS ラ ン を比較する と強モ ン ス
ー

ン時 に 爆弾低気圧活

動の 差 が 見られ （図略 ），モ ン ス
ー

ン 変動 に よる SST の 変

動の 効果も示唆され た．

4．まとめ

　冬季モ ン ス
ー

ン 強弱の 低気圧活動へ の 影響は 確か に大

きい が，SST 勾配の 低気圧 活動へ の 影 響は特 に 強 モ ン ス

ー
ン時 に 顕在化す る こ とが 明 らか に な っ た．モ ン ス

ー
ン 効

果 と SST 勾配 効 果 の 複 合効果の 重要性が 示 唆 される．
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図 1．（左 ） OS ラ ン ，（右 ＞SS ラ ンの強 モ ンス ー
ン時 （上段 ），

弱モ ン ス ーン 時 （下段）に抽出された爆弾低気圧の 経路 （■ ：発

生位 置，● ：最大発達率に 達 した位置及び その 大 き さ｝．

　　 〔a） SST 　gradient　　　　　　　　 （b）ee　gradient
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図 2 ．強モ ン ス ーン 時に お け る （a ）SST 水平勾配 ［KtlOOkm］，
　（b）900hPa 相 当温位 水平 勾 配 ［K／100km ］の OS ラ ン と SS ラ

ン の 差．

一 342一
N 工工

一Eleotronio 　Library 　


